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1．調査 

 本海域の調査は 1997年 4-5及び 11月に実施した。測線は南北方向に 900m間隔とし，探査機とし

てスパーカー（1000J，200～1000Hz，発振間隔 1秒）及びチャープソナー（2～7kHz，発振間隔 1/4

～1秒）を用いた。ただし，東部海域は 1977～1988年までの調査（スパーカー及びソノプローブ），

友が島水道部は 1973～1977年調査（ソノプローブ又はレイセオン音波探査装置）における音波探査

記録があることから，測線間隔は 1800～4500mと粗く設定した。 

 

2．結果 

 鳴門海峡から淡路島南岸，友ヶ島水道にかけて，東西走向の断層が断続的に追跡される。これは，

活断層研究会1,2)が指摘している断層と同じ断層と考えられる。解析にあたっては，今回得られた音

波探査記録の他，既存の音波探査記録も参照し，検討している。このため，活断層研究会1)がソノプ

ローブ音波探査記録やレイセオン音波探査記録（ともに周波数数約 3～5kHz）に基づき確実度IIの断

層と指摘したものののうちいくつかは，今回の調査では下位の層準で変位が認められなかったこと

から，単なる海底面の起伏とみなして断層とは考えていない。 

 沼島の南約 5kmにおいて，更新統が撓曲している部分が 1測線でのみ認められたが，隣の測線へ

追跡することが出来なかった。これ以外では淡路島南岸沖の海域の堆積層は変形が乏しく，従来知

られていた以外には活断層等が存在しないことが確認された。 
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第１表 層序区分と対比 

Table.1 Stratigraphic Division and it's correlation. 
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第 1図 友ヶ島水道南方における断層分布 

Fig.1 Distribution of submarine faults to thesouth of Tomogashima channel. 
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第 2図 友ヶ島水道南方における地質断面。断面の位置は第 1図に示す。縦方向は 10倍に拡大。 

Fig.2 Geological profiles to the south of Tomogashima channel. Locations of the profiles are shown in Fig.1. Vertical exaggeration is 10×. 
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